
















































　障害者権利条約が 2006 年 12 月に採択されまして、署名が 2007 年 9 月 28 日






























































































て、この来年の 3 月中、国会に出されるというような話を聞いています。2 年
前だと思いますが、韓国の障害者差別禁止法の中に手話が言語であるというこ
とを載せたかったのですが、国に強く反対されたために、その部分が載らなか
ったという経緯がありました。今回は手話が言語であるということに絞って運
222 第三部
動が展開されているようです。日本でも似たような状況が生まれるのではない
かなと思います。例えば、障害者総合福祉法のなかに手話は言語であるという
ことを載せるのがよいのかどうか、今後の課題になっているのではないかと思
います。
　最後に、時間ですが、私たちは「手話は言語」であるということで国民の理
解を得る、説明というのではなくて、運動をやっぱり展開しなきゃいけない、
それがやっぱり大きな鍵になると思います。啓発だとかで意識してもらうこと
も含めて、それができた暁に、コミュニケーションの保障というのが実現する
のではないかと展望を持っております。もう 20 分になりましたので、これで
私の報告を終わります。
